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運転免許の技能試験官の指定等に関する規程 

（目的） 

第１条 この規程は、道路交通法施行規則（昭和３５年総理府令第６０号。以下「規則」

という。）第２４条第８項及び運転免許に係る技能試験等の実施基準に関する規程（平

成２４年福井県公安委員会規程第８号。以下「規程」という。）第１０条の規定により

技能試験を受ける者の運転する自動車に同乗する警察職員（以下「技能試験官」とい

う。）の指定等に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（指定基準） 

第２条 技能試験官として指定する場合の資格要件は、次の各号に定めるとおりとする。 

(1) 福井県警察本部交通部運転免許課（以下「運転免許課」という。）に勤務する巡査

部長以上の階級にある警察官又はこれと同等の職にある職員であること。 

(2) ２５歳以上の者であること。 

(3) 技能試験官として従事する規程第２条第１号から３号までの技能試験、技能検査及

び技能審査（以下「試験等」という。）に用いられる自動車に係る運転免許（仮免許

を除く。以下「免許」という。）を現に受けており、かつ、大型自動車、中型自動車、

準中型自動車又は普通自動車の運転経験の期間が通算して３年以上の者であること。

ただし、大型自動二輪車又は普通自動二輪車（以下「二輪車」という。）に係る技能

試験官の場合は、二輪車の運転経験の期間が通算して３年以上の者であること。 

(4) 次の各号に掲げる技能及び知識を有する者であること。 

ア 技能試験官として必要な運転技能 

イ 技能試験の実施に関する知識 

ウ 交通の方法に関する教則（昭和５３年国家公安委員会告示第３号）の内容となっ

ている事項に関する知識 

エ 自動車の運転技能に関する採点方法 

オ 自動車の運転技能の評価方法に関する知識 

(5) 職務の特性に鑑み、次に掲げるいずれにも該当しない者であること。 



ア 公衆接遇上適格性を欠くと認められる者 

イ 過去３年以内に道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）違反又は業務上過失傷

害罪により罰金以上の刑に処せられた者 

（技能試験官の候補者） 

第３条 運転免許課長は、前条各号の要件に該当すると認める者を、技能試験官の候補者

として選任することができる。 

（教養の実施） 

第４条 運転免許課長は、技能試験官の候補者のうち、新たに技能試験官として指定を受

けようとする者（以下「新規指定者」という。）及び技能試験官の職から離れていた者

で再び技能試験官として指定を受けようとする者（以下「再指定者」という。）に対し

それぞれ技能試験官の教養科目及び教養時間（別表第１）に基づき教養を行うものとす

る。ただし、交通警察業務について相当の経験を有する者が教養を受けようとする場合

には、適宜、教養の科目及び時間の一部を省略することができる。 

２ 運転免許課長は、技能試験官に対し技能試験の実施に必要な事項について、月１０時

間以上の教養を行うものとする。 

（技能試験官の指定） 

第５条 運転免許課長は、前条に規定する教養を終了した者のうちから、技能試験官の指

定を受けようとするときは、技能試験官の指定申請書（別記様式第１号）にその者の指

定に関する意見を付して、福井県公安委員会に申請を行うものとする。 

２ 技能試験官の指定は、指定書（別記様式第２号）を交付して行うものとする。 

 （指定の解除） 

第６条 技能試験官としての指定を解除する場合は、次の各号によるものとする。 

 (1) 人事異動等によりその職を離れる場合 

 (2) 健康上、技能試験官として職務を果たすことができない場合 

２ 前項の規定により指定を解除された者は、速やかに指定書を公安委員会に返納するも

のとする。 

 （服装等） 

第７条 技能試験官の服装は、技能試験官の服制（別表第２）に定めるところによる。た

だし、技能試験官が警察官である場合は、制服とする。 

２ 技能試験官に貸与する被服の品目、制式、員数、使用期間等は、技能試験官の服制の

とおりとする。ただし、特別の事由がある場合は、その貸与の品目の員数を増減し、又

は使用期間を短縮することができる。 

 （被服の貸与及び返納） 

第８条 前条の被服は、技能試験官として指定されたときに貸与し、その指定を解除され

たときに返納するものとする。 

 （簿冊の備付け） 

第９条 運転免許課長は、技能試験官の指定等の状況を明らかにしておくため、技能試験

官指定原簿（別記様式第３号）を作成し、３０年間保存するものとする。 

   附 則 

 この規程は、平成１６月４月１日から施行する。 



   附 則（平成２４年３月２７日福井県公安委員会規程第８号） 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２９年２月２４日福井県公安委員会規程第４号） 

 この規程は、平成２９年３月１２日から施行する。 

 

 

別記様式省略



別表第１ 

技能試験官の教養科目及び教養時間 

項

目 
教  養  科  目 

指定種別ごと教養時間 

新規指定者 再指定者 

一

般

教

養 

運転免許制度の教養 ２ 時間以上 － 

試験官の心構え ２ 〃 ２ 時間以上 

運転免許事務の概要 ３ 〃 － 

運転心理 ３ 〃 － 

教 養 時 間 小 計 １０ 〃 ２ 時間以上 

基

礎

教

養 

交通の方法に関する教則の内容となっ

ている事項 
６０ 〃 ４ 〃 

自動車の構造及び取扱いの方法 ２０ 〃 ３ 〃 

自動車の安全な運転に関する知識 ５０ 〃 ４ 〃 

試験官として必要な自動車の運転技能 ９０ 〃 ８ 〃 

運転免許試験に関する法令等の知識 ３０ 〃 ２ 〃 

教 養 時 間 小 計 ２５０ 〃 ２１ 〃 

実

務

教

養 

技能試験の実施に関する実務 ２０ 〃 ３ 〃 

自動車の運転技能の評価方法に関する

知識 
１５０ 〃 １５ 〃 

自動車の運転技能に関する採点方法 １２０ 〃 １０ 〃 

試験実施基準に関する知識 １３０ 〃 １２ 〃 

教 養 時 間 小 計 ４２０ 〃 ４０ 〃 

教 養 時 間 合 計 ６８０ 〃 ６３ 〃 

 



別表第２ 

技 能 試 験 官 の 服 制 

貸与品目 制 式 等 略  図 員数 
使用

期間 
着  用  期  間 

冬  服 

上衣肩章及び袖

章を付けないほ

か、警察官と同様

とする。 

上 着  ズボン 

 

1着 12月 １2月１日から翌年3月31日まで 

合  服 同   上 1着 12月 
4月1日から5月31日まで及び 

10月1日から11月30日まで 

夏  服 同   上  長 袖  半そで 

 

1着 4月 6月1日から9月30日まで 

冬ﾜｲｼｬﾂ 
警察官と同様と

する。 1着 4月 １2月１日から翌年3月31日まで 

合ﾜｲｼｬﾂ 同   上 1着 4月 
4月1日から5月31日まで及び10月

1日から11月30日まで 

冬 帽 子 

階級表示を付け

ないほか、警察官

の活動帽と同様と

する。 

 

 側 面  前 面 

 

１個 16月 １2月１日から翌年3月31日まで 

合 帽 子 同   上 １個 16月 
4月1日から5月31日まで及び 

10月1日から11月30日まで 

夏 帽 子 同   上 １個 16月 6月1日から9月30日まで 

防 寒 服 

肩章を付けない

ほか、形状地質と

もに警察官と同様

とする。 

 前 面  ズボン 

 

1着 30月 
10月1日から翌年4月30日までのう

ち寒冷なとき 

雨  衣 同   上 

 前 面 ズボン 

 

1着 36月 雪雨のとき 

冬 ﾈ ｸ ﾀ ｲ 
警察官と同様と

する。 

 1個 4月 １2月１日から翌年3月31日まで 

合 ﾈ ｸ ﾀ ｲ 1個 4月 
4月1日から5月31日まで及び 

10月1日から11月30日まで 

靴  下 同   上  ２足 4月  

短  靴 同   上  １足 12月  

長  靴 同   上  １足 12月  

ベ ル ト 同   上 
 

1個 36月  



 


